
聖 イ シ ドー ル スr至 上 の善 につ いて 」

(ニ ュル ンベ ル グ、1470年 頃印 行)

早稲田大学図書館特別資料課 雪 嶋 宏 一

中央図書館が1991年 度に収蔵 した貴重書の

中に7世 紀初頭のセ ビー リャ大主教聖 イシ

ドールスのr至 上の善 にっいて』初版(イ ン

キュナブラ・データベースIsTCiioo192000)

が含まれている。書誌学的な調査の結果、 こ

の館蔵本には注目すべ き特徴が含まれている

ことが判明したため本稿で紹介 してみたい。

聖 イシ ドールス(lsidorusHispalensis,

ca.560-636)は 北アフリカのカルタゴ出身

の家系に生 まれた。早 くに両親 を失 ったた

め、はるか年長の兄 レアンデル(聖 人)と 姉

フロレンティーナ(処 女聖人)に 養育 され教

育を授け られた。600年 頃にセ ビー リャ大主

教であった兄の後を継いで大主教に就任 し、

生涯その地位にあった。その間、いくたの宗

教会議を開催 し、各地に学校を設立 し宗教教

育を広め、またユダヤ教徒を改宗させるなど

してスペインにおけるキ リス ト教発展に大 き

く貢献 した。その傍 ら、神学 ・説教 ・聖書解

釈 はもちろんのこと、歴史 ・文献学 ・文法の

他、算術 ・地理学 ・天文学など広範な関心を

もち、旺盛な執筆活動を行ない、古典古代文

化を中世 ヨー ロッパに伝え る役割を果た し

た。 主著rエ ティモ ロギアエ(起 源の書)

(Etymologiae)』20巻 はプ リニ ウスr自 然

史』の伝統を受け継 ぐ一種の百科事典で、万

般の事物の起源を説いたもので後世に多大な

影響を与えた。死後聖人に列せ られ、教会博

士の尊称を与えられて広 く崇敬 された。

本稿で紹介するr至 上 の善 につ いて(De

sumrnobono)』 は3巻143章 か らなる中世

最初の神学書である。それは、アウグスティ

ヌスとグレゴリウス1世 の影響を受けて集成

され た教義 と勤業の手引であ り、今 日では

r命 題 論 集3巻(SententiarumIibritres)』

と い う名 で 知 られ るイ シ ドー ル スの 代 表 作 で

あ る。15世 紀 中 だ け で も単 行 で12版 も出 版 さ

れ 、 大 い に 人 気 を 博 した よ うだq)。 ち な み

に 主 著rエ テ ィモ ロ ギ ア エ 』 は15世 紀 中 に は

8版 を 数 え る。 しか もそ の うち3版 に はr至

上 の 善 に っ い て 』 が 合 刻 さ れ て い る 〔2)。

従 って 、 本 書 は15世 紀 中 に 都 合15回 印 行 さ れ

た こ と に な る 。

図 書 館 に架 蔵 され た本 書 初 版 は ニ ュル ンベ

ル クの ヨハ ン ・ゼ ンゼ ンシ ュ ミッ ト(Johann

Sensenschmidt)に よ っ て 印 刷 さ れ た も の

で あ る が 、 実 の と こ ろ書 物 に は 印 刷 者 の 名 前

も刊 行 年 月 日 も記 され て い な い 。 ゼ ン ゼ ン

シ ュ ミッ トは、1461年 頃 バ ンベ ル クで ア ル ブ

レ ヒ ト ・プ フ ィ ス タ ー(AlbrechtPfister)

が グ ー テ ンベ ル クの活 字 を 譲 り受 け て い わ ゆ

る36行 聖 書 を 印 刷 した 時 、グ ー テ ンベ ル クの

弟 子 ハ イ ン リヒ・ケ フ ァー(HeinrichKefer)

と と も に そ れ に 参 加 して い た と い わ れ て い

る(3)。 そ の 後 、1469年 頃 ま で に ニ ュ ル ンベ

ル クで 最 初 の 印 刷 所 を 設 立 し、 同 僚 ケ フ ァー

と協 力 して 印 刷 を 始 め た よ うだ 。 ゼ ン ゼ ン

シ ュ ミ ッ トが 最 初 に 制 作 した 活 字 は 書 誌 学 的

に は114Gと 呼 ば れ る種 類 で 、1470年 か ら72

年 にか け て 使 用 さ れ た 。 本 書 は こ の活 字 で 印

刷 され て い る。 印刷 年 につ い て は、 英 国 図 書

館 所 蔵 本 の 奥 書 の後 に 「1470年 キ リス ト昇 天

祭(5月31日)の 直 前 に 成 る 」 と い うル ブ リ

ケ イ タ ー の 書 き込 み が あ り、 ま た 、 バ ンベ ル

ク に所 在 す る もの に は 「復 活 祭(1470年 の 場

合4月22日)の 頃 」 とい う書 き込 み が 見 られ

る(4)。 そ の た め 、 この 版 の 印 刷 は1470年4

月22日 以 前 と推 定 さ れ て い る。 この よ うな 点
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か ら本書がゼ ンゼンシュミット印刷の最初期

の作品の一っであるということが判明 してい

るのである。

所蔵本はフォリオ判、紙面寸法300×210

mm。 装丁は改められている。各巻最初のイ

ニシャルが赤と青で彩色され細かい装飾が施

されている。イニシャルを書 き入れるための

スペースにはガイ ドレターが手書きされてい

る。ヘ ッドラインと各章の初めが赤で書 き入

れ られ、さらに、段落記号 ・大文字マーク ・

下線 も赤で記されている。ウォーターマーク

は当時盛んに使用 された牡牛の頭と王冠。第

1葉 表にはLiberregatijMonasterijS.

PetriErfortaと いう旧蔵者の書き込みがあ

り、かってエアフル トの聖ペーター修道院で

所蔵されていたことがわかる。また、表紙見

返 しにはPROVIRIBUSSUMMISCON-

TENDOと い う蔵書票が貼付されているが

所蔵者は詳 らかにしない。

所蔵本にはさらに大きな特徴が見 られ る。

それは本書が70葉 からな り、折丁が[a-gl°]

と確認できることである。本文は65葉 裏まで

で終わ り、残り5葉 は白紙である。 これ ら70

葉すべてには、各葉の表裏の印刷面を一致 さ

せるために穿たれた針孔が本の喉側の余白上

下2箇 所に見 られる。このことはこれ ら70葉

がすべてオ リジナルの紙葉であることのなに

よ りもの証拠である。もし、 これが正 しけれ

ば、最終の折丁は各シー トとも片葉 しか印刷

されなか ったことになるのである。 ところ

が、大英博物館所蔵のイ ンキュナブラ目録

(BMC)を ひ もとくと葉数は66葉 、巻末の白

紙葉は一葉のみ、折丁は[a‐f'ogs]と なって

お り、明 らかに館蔵本 と異なっている(5)。

しか しなが ら、BMCに は装丁の様子は記述

されていない。その場合は概ね改装されたも

のである。また、一般にインキュナブラの場

合、巻頭巻末の白紙葉は装丁の際取 り除かれ

て しまうことが多い。それはこのような白紙

葉は装丁の施される前の仮綴 じの状態の時に

書物を汚損か ら守 るほどの役割をもっていた

ので、装丁すればそれは不要になるか らであ
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る。事実、現存す るイ ンキ ュナブラにはこの

よ うな白紙葉が残されていないことが多い。

従 って、調査する側 も白紙葉がないか らと

いって不完全本にす ることはない。 こうした

点を考慮す ると、本書は本来 は70葉 か らな

り、折丁は[a-g10]で あり、所蔵本はオ リジ

ナルの状態をよく保存 しているということが

いえるのである。

さてそれでは、紙でさえ非常 に高価であっ

た15世 紀後半において巻末に5葉 もの白紙を

わざわざ残すような印刷をなぜ行なったので

あろうか。書物を印刷する場合、当時すでに

本文の割付けの計算が行 なわれていた(6)。

そのため、最終の折丁を何葉にすると本文が

うまく納まるかということは事前に判明 して

いたと思われる。従 って、その折丁の葉数を

増減 して紙 に無駄がないように印刷すること

は十分可能であったはずである。事実、ゼ ン

ゼ ンシュミッ トに先立つ印刷者 もそのような

調整を行ない、巻末の白紙葉を1、2葉 に留

めている。例外としては、管見の限 りケル ン

最初の印刷者 ウル リッヒ ・ツ ェル(Ulrich

Zell)が1465年 頃に印刷 したキケロr義 務 に

ついて(Deofficiis)』 初版(icOO575500)

で巻末の折丁8葉 のうち後半4葉 が白紙葉で

あることが指摘できるC7)。 しか しなが ら、

ツェルはそれ以降こうした白紙葉本を作って

はいないようだ。その後、ゼンゼ ンシュミッ

トと同時期 にシュ トラスブルクで印刷業を始

めたと思われ るC.W.と いうイニ シャルで

のみ知 られ る印刷者 も1471年 頃 に印刷 した

『詩編(Psalteriumlatinum)』(ipO1038600)

で巻末の12葉 の折丁のうち後半5葉 を白紙の

ままと してい る(8)。 一方、ゼ ンゼ ンシュ

ミットは本書の他にもさらに1470年 頃に刊行

したベルナル ドゥス ・クララウァ レンシス

『華(Flores)』(ibOQ388000)で 全162葉 の

うち10葉 の白紙葉を含めた。その うちの4

葉が巻末 にあ る。最終の折丁は8葉 、つ ま

り折丁 後半 は白紙 のま まとい うこ とに な

る(9)。さらに、1473年4月8日 印刷のライネリ

ウス ・デ ・ピシスr汎 神論(Pantheologia)』



(irOOOO7000)で は 全865葉 の う ち9葉 が

白紙 で 、 そ の う ち3葉 が 巻 末 に あ る。 最 終 の

折 丁 は10葉 で あ るqo)。 しか し、 これ 以 降 ゼ

ンゼ ン シ ュ ミ ッ トの 作 品 に は こ の よ う な現 象

は 見 られ な くな る。

と ころが 、ゼ ンゼ ンシ ュ ミッ トに次 いで1472

年 ま で に ニ ュル ンベ ル クで 印 刷 業 を 始 め た ア

ン トン ・コ ー ベ ル ガ ー(AntonKoberger)

は1473年 以 前 に 印 刷 し た ウ ォ ル タ ー ・バ ー

リーr哲 学 者 の 生 と死 に つ い て(Devitaet

moribusphilosophorum)』(ibO1319000)

に お い て 巻 末4葉 を 白紙 と した 。 最 終 の 折 丁

は8葉 で あ るq1)。 続 い て1472年11月24日 印

刷 の ア ル ビ ヌ ス ・プ ラ トニ クス(偽 ア ル キ ノ

オ ス)『プ ラ トン教 授 法 要 略(Disciplinarum

Platonisepitome)』(iaOO352500)で は 僅

か30葉 の 小 冊 の巻 末7葉 もが 白 紙 で あ る 。最

終 の 折 丁 は10葉(12)。 さ らに 、1473年7月24

日 印 刷 の ボ エ テ ィ ウ スr哲 学 の 慰 め(De

consolationephilosophiae)』(ibOO816000)

で は途 中 に連 続4葉 の 白 紙 葉 が 含 ま れ て お り

極 め て 異 例 で あ る 。 そ の 箇 所 の折 丁 は10葉 か

らな る(13)。 ま た 、1474年8月3日 印 刷 の ラ

イ ネ リウ ス ・デ ・ピ シ スr汎 神 論 』(irOOOO80

00)は 前 述 の ゼ ンゼ ン シ ュ ミ ッ トの 版 の 再 版

で あ り、 初 版 同 様 に 白 紙 葉 を含 ん で い る(14)。

しか し、1477年2月14日 印 刷 の 同書 で は巻 末

の 白 紙 葉 は1葉 の み とな り、 折 丁 が 改 善 され

て い るの で あ る(15)。 同年5月24日 印 刷 の 神

聖 ロー マ皇 帝 カール4世 のr黄 金 文 書(Bulla

aurea)』(icOO206000)で は 全26葉 の う ち 巻

末3葉 が 白紙 で あ る。折 丁 は8葉q6)。 こ れ以 降

コ ー ベ ル ガ ー に も同 様 な現 象 は見 られ な い 。

以 上 述 べ た よ うな イ ンキ ュナ ブ ラ に お け る

白紙 葉 の 連 続 は一 体 いか な る 原 因 で 生 じた の

で あ ろ うか 。 まず 最 初 に考 え られ る こ とは 、

た ま た ま 版 組 み と折 丁 の 関 係 が う ま く計 算 で

きず 最 終 的 に 白紙 を 作 って しま っ た と い う偶

然 性 で あ る。 次 に は 、 折 丁 を調 整 す る技 術 が

未 熟 な た あ 、 最 終 の折 丁 も一 定 の 葉 数 で 印 刷

した と い う稚 拙 さ。 さ ら に 、 印 刷 原 稿 と な っ

た 写 本 や 稿 本 に その よ うな 白紙 葉 が 含 ま れ て

i
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いたためそれをそのまま再現 したという必然

性であろう。最後の例は前述のコーベルガー

の再版書に確か に見 られ る。 なお、館蔵本

の場合には もう一っの可能性が考え られ る

か もしれ ない。す なわ ち、 ゼ ンゼ ンシュ

ミッ トは本書に続 いてその続編 ともいうべ

きイシ ドール スのr独 白(Soliloquia,sive

Synomina)』 を印刷 している(iiOO20400G)

(1471年5月15日 以前)。 本来両者 は連続 し

て印刷 されて一本となるはずであったが、な

ん らかの理由でその通 りにな らなかったとい

うことも考え られよ う。 シリーズで印刷され

た例 としては、関西大学図書館が所蔵する14

73年 以前にアウクスブルクのギュ ンター ・

ッァイナー(GuntherZainer)に よ って制

作されたアウグスティヌスやヒエロニムスの

小論都合9書 の合冊本は同 じ版組みと判型で

印刷 されたことが明 らかなものであるq7)。

しか しなが ら、いずれの場合にせよ、初期の

活版印刷術にとってさえ巻末の白紙葉の連続

は決 して通常の現象ではない。

一方、 このような特殊な現象 は、初期の印

刷者がどこでどのように して新技術を習得 し

ていったか という未解決の問題を解 く糸口を

含んでいるか もしれない と考え させて くれ

る。その一例 として、多 くの白紙葉を作 った

コーベルガーであるが、今日まで彼がどこで

いっ印刷術を習得 したかはわか っていない。

ポール ・ニーダム博士は従来 コーベルガー第

1タ イプの活字 とみなされていた113Gを 前

述の シュ トラスブルクのC,W.プ リンター

のものとして、 コーベルガーの印刷開始を14

72年 頃とし、最初の活字は113Gを 模倣 して

制作された115Gで あることを論証 したq8)。

っま り、 コーベルガーはC.W.の 印刷技術

を模倣 したということになろうか。 さらに、

前述の よ うにC.W.の 第4書 であ るr詩

編』にも巻末に白紙葉が見 られるのである。

しか し、コーベルガーが1470年 頃にシュ トラ

スブルクへ赴いたという確かな記録は残 され

ていない。一方、同じニュルンベル クで活動

したゼンゼンシュ ミッ トも同 じ頃白紙葉本を



i述 のように2書 も刊行 していた。 コーベル

ガーは ・体いずれの影響下で印刷術を学んだ

のであろうか。また、ゼ ンゼンシュ ミッ トと

C.W.と の問になん らかの関係があったの

だろうか。両者には2孔 の針孔の使用法にお

いて類似点が見られる。 このような点から勢

い想像力をたくま しくするのは筆者ばかりで

はなかろう。 しか し、現時点ではこれ以上の

詳細は全 く不明であるといわざるをえない。

今後インキュナブラを調査す る過程で新たな

事実が判明 したならば もう一度この問題に言

及 したいものである。
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(91BMCII403(IB.7026).

(IO}BMCII405-406(IC.7073),

(11)BMCH411(IB.7140).な お 、 コ ー

ベ ル ガ ー は本 書 を1477年5月6日 に再 版 して

い るが 、 そ こで は最 終 の 折 丁 を4葉 と し巻 末

に 白紙 葉 を 作 って い な い(BMCH4141B.

7154)。

(12)BMCII412(IB.7115).イ ンキ ュナ

ブ ラ総 合 目録GW806で は 全24葉 で 最 終 の 折

丁 を4葉 と し、 最 後 の1葉 の み を 白紙 葉 と し

て い る 。

(13}BMCII412(iC.7117},

(1のBMCH412-413(IC.7122)。

(15}BMCII413-414{IC.7137),

(1③BMCI414(IB.7157).

⑰ この 合 冊 本 に は 次 の9書 が 含 ま れ て い

る。ImitatioChristi;Heironymus,De

virisillustribus{imperfect);ibid.

(perfect);

divinitatis;

quantztate;

Augusti.nus,

Hieronymus,Deessent;ia

Augustinus,

Augustinus,

Speculum

Deanimae

Soliloquia;

peccataris;

Nider,Dispositoriummoriendi;Gerson,

Johannes,Donatusmoralisatus.請 求 番

号[C132.2981]

(18)Needham,Paul.FourSi;rasburg

incunab!esincorrectlyassignedto

AntonKobergerofNuremberg,The

BritishLibraryJournal,v.6,No.2,

Autumn1980,p.130-143.

付記:本 書の調査にあたっては近畿大学短

期大学部の河合忠信教授 と中央図書館の森上

修氏に大変お世話になりました。末尾なが ら

ここに記 して感謝の意を表 します。


